JCI　プレストレス技術の有効利用に関する研究委員会(TC-073A)

第４回WG1　議事録(案)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録：田島祐之

1.　日時：２００８年5月２３日(金)　　14:00～17:00

2.　場所：JCI第５会議室

3.　出席者：１１名(下線は欠席者)

西山峰広，中塚佶，井上晋，北山和宏，日比野誠，岸本一蔵，濱田譲，大迫一徳，岡本晴彦，岸田慎司，溝口茂，杉本訓祥，竹崎真一，永元直樹，堤忠彦，柳井修司，田島祐之，谷昌典，大野一昭（JCI事務局）

4.　配布資料：

WG1-4-1：第2回全体委員会議事録(案)

WG1-4-2：WG1；基本技術WG　今後の活動計画(案)　(北山WG1主査)

WG1-4-3：JCIプレストレス技術の有効利用研究委員会　WG1資料　(日比野WG1主査)

WG1-4-4：復元力特性　(岸本WG1幹事)

WG1-4-5：PC鋼材の耐久性向上(グラウト含む)　(濱田WG1幹事)

WG1-4-6：本WGに寄与出来そうな項目　(大迫委員)

WG1-4-7：JCI委員会資料　(杉本委員)

WG1-4-8：基本技術WG資料　(田島委員)

WG1-4-9：PCaPC柱部材の構造性能及び評価法　(谷委員)

WG1-4-10：WG1において貢献できること　(岸田委員)

WG1-4-11：PCの基本技術　(堤委員)

WG1-4-12：PCの基本技術　(柳井委員)

WG1-4-13：報告書　担当箇所(案)　(竹崎委員)

WG1-4-14：ラーメン橋の橋脚耐震設計手法について　(永元委員)

5.　議事内容：

5.1；資料WG1-4-１に基づき全体委員会における前回議事の確認を行った。

5.2；資料WG1-4-3に基づき日比野WG1主査より、PC構造物の耐久性照査とグラウト技術および構造物の要求性能と限界状態について説明があった。

　　　・超音波等の検査があるのではないか？(岸本WG1幹事)

　　　→絶対評価ができていない現状がある。PC鋼材（シース管）は２重、３重に入っているので正確に測定できない現状(日比野WG1主査)

　　　→ポリエチレンシース管を使用したり、電磁波測定をしたり、できる限りの範囲内で検査を行っている。(濱田WG1幹事)

· 全数検査は必要なのか？(田島委員)

→土木工事の場合は買う側の意図（全数と言われれば全数）による。また、契約体系に問題点もあるのではないか（日比野WG1主査）

５.3；資料WG1-4-4に基づき曲げ耐力算定用のPC鋼材応力評価式の提案について岸本WG1幹事より説明があった。

· アンボンド断面は、実際F値は０ではないのではないか？(北山WG1主査)

→部材全体で考えると実際は異なるが、F値は０として計算している。

· 土木の分野では、曲げ強度はどのように土木標準示方書に載っているか？(北山WG1主査)

→完全付着の方法で載っている。（濱田WG1幹事）

· 曲げ降伏後のモーメント再分配は考えているのか？(永元委員)

→考える場合も当然ある(岸本WG1幹事)

· 建築分野だと１/５０の変形のしばりがある。(岸本WG1幹事)

· 土木分野だと地震荷重で考えて１/１００以内におさめるという原則がある。(濱田WG1幹事)

· 土木では兵庫県南部地震程度の地震がきても降伏しない設計をしている。(永元委員)

→土木においてはこの規定を緩めてもいいのではないか？(安全率が高い)

5.4；資料WG1-4-5に基づきPC鋼材の耐久性向上(グラウト含む)について濱田WG1幹事より説明があった。

· 海外においては厳しい現状の中行っているのでコスト面・環境による構造面およびメンテナンス面を総合的に考える。たとえば、点検する必要がある場合と無い場合とを詳細に決める。

· メンテナンススキームが海外と比較して(たとえば、英国)日本とでは異なる。

· PC鋼材交換は技術的には可能である。(以上濱田WG1幹事)

· 日本の建築物寿命はせいぜい３０年程度でメンテナンス等含めてプロテクションレベルのような考え方が必要である(岸本WG1幹事)

· 土木は海洋関係で50年寿命を見ている(濱田WG1幹事)

→長寿命化にともなって新規構造物を建設しない期間が長くなれば、PC技術を適切に使いこなせるエンジニアがいなくなる。(日比野WG1主査)

· 原子力関係では、アメリカにおいて原発を建設しなかった30年で技術者の不足が現実に生じている。(北山WG1主査)

· 建築物は構造物に対して管理を考慮に入れていない。それは設備関係の劣化が早いためである。(大迫委員)

· リニューアルは建築価値が出ない→最近価値を生み出せるように努力している。(北山WG１主査)

5.5；資料WG1-4-6に基づき大迫委員より説明があった。

· 本委員会において実際の設計全般をやっている人が忙しく、不在である。

· 実際の設計では変形レベルまで構造計算を行っていない。耐力計算のみで終了している。→鋼材の降伏NGだから

· 塑性率２や３まで想定して構造計算しても安全であると言いたい。

· 阪神大震災の時PC構造の建物は倒れなかったが過剰に設計していたから。(以上大迫委員)

· 土木では委員会報告書などにもとづいて設計変更（研究報告を実際の物件に適用するよう施主に提案する）できるが建築はどうか？(日比野WG1主査)

→建築分野では委員会報告書等に基づいて設計を変更することは、通常は行われない。（基準（法令）通りに設計を進める）(大迫委員)

· 建築・土木同時に同じ構造を設計してみるのはどうか？(北山WG1主査)

→建築と土木の融合という点では合わないのではないか。

· 設計全般については、委員会報告書全体に関わることなので、西山委員長をはじめ全体で討議する必要がある。 (西山委員長・北山WG1主査で相談)

→後に設計全般においては目次案の第１章に項目があることが判明。

5.6；資料WG1-4-7に基づき杉本委員より説明があった。

· ♯3000のシース管はグラウト横打ちだとシース管裏面に空隙ができるため新しいシース管の開発を行った。(杉本委員)

· 新しいシース管の材質はスチールである。(杉本委員)

· ポリエチレンシース管は通常シース管(♯1000)の約5倍の価格である。(濱田WG1幹事)

5.7；資料WG1-4-8に基づき田島委員より説明があった。

· 実際用いられるのはより線が多いので、より線に限定して考えて良いのではないか？より線は付着力が小さいため、異形PC鋼材(D22グラウト有り)とは異なる挙動を示すだろう。(岸本WG1幹事)

· 土木では付着性能の実験としてはFRPの付着実験がある位である。(濱田WG1幹事)

· 岸本WG１幹事が行った解析にF値ですり合わせればいいのでは？(日比野WG1主査)

5.8；資料WG1-4-9に基づき谷委員より説明があった。

· 復元力特性の例としてPC柱部材は少ない。(谷委員)

· 土木では蓄積データがあるので骨格曲線を土木と建築で出せば良いのではないか？(日比野WG1主査)

· せん断耐力式は土木・建築両者で出せるか？

5.9；資料WG1-4-13に基づき竹崎委員より説明があった。

· 建築で作成されている等価粘性減衰定数（エネルギー吸収性能を表す指標）の評価法について紹介する。(竹崎委員)

· (２)式は修正された菅野式である。(竹崎委員)

· データ・ベース化が必要である。(北山主査・岸本幹事)→竹崎委員に依頼

5.10；資料WG1-4-14に基づき永元委員より説明があった。

· ラーメン橋の耐震設計について(設計手法の紹介)および新しい鉄筋座屈防止法について(永元委員)

· 西山委員長案の目次第一章に関係してくる。(全体との擦り合せにより決定)(北山WG1主査)

· 建築ではコンクリート強度が高い。(高層であるためや柱を細くしたいため)(岸本WG1幹事)

· 土木の鉄道構造のほうが建築のラーメン構造に近い。

· 橋脚については上部構造と下部構造は別発注である。(永元委員)

· 建築では32ｍ超えるPC建物はほとんどなく、PC建築は設計ルート１、ルート２がほとんどである。(大迫委員)

· 土木構造物で高強度鉄筋を用いると座屈しやすくなるので、せん断補強筋等で押さえつけないといけない。(永元委員)

5.11；資料WG1-4-10に基づき岸田委員の資料について北山WG1主査より解説があった。

· 柱梁接合部のせん断ひび割れ幅等についての検討である。

5.12；資料WG1-4-11に基づき堤委員の資料について日比野WG1主査より解説があった。

· 道路橋示方書にPRC構造を加えようとする試みがある。

· 付着切れによる疲労について

· 道路橋示方書は建築基準に近く､鉄道関係は土木学会の思想に基づいている。(濱田WG1幹事)

5.13；資料WG1-4-12に基づき柳井委員の資料について日比野WG1主査より解説があった。

· グラウト品質管理について

· 品質管理のフィードバックができていない現状がある。→次の物件に生かされておらずその現場のみに留まっているためである。(日比野WG1主査)

6．執筆分担を以下の項目で暫定する(北山WG1主査)

1. 材料

初回版(1991年「プレストレストコンクリートの利用性追及研究員会」)の更新(濱田WG1幹事)

PC鋼材について(溝口委員)

2. グラウト　(土木：日比野主査､濱田幹事　建築：大迫委員)

3. 耐久性　　(土木：日比野主査、濱田幹事　建築：岸本幹事、大迫委員)

土木は塩害を基本とする

4. 耐火性　　(土木：井上副委員長　建築：西山委員長)

5. ひび割れ幅(土木：堤委員　建築：杉本委員、岸田委員、田島委員)

6. 復元力特性(土木：堤委員　建築：杉本委員、竹崎委員、谷委員、田島委員)

7. 付着　　　(土木：堤委員　建築：杉本委員、田島委員)

8. 限界状態および要求性能(土木：日比野主査　建築：田島委員)

次回WG１：　７月25日（金）午後2時から５時まで　JCI会議室にて

以上

